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児こ
だ
ま玉　

享す
す
むさ

ん

女
子
教
育
に

　
　

  
身
を
捧
げ
た

高梁偉人列伝 ⑫

余
も
こ
れ
有
り
、
中
々
開
化
風
に
て
、
夜
も

所
々
ラ
ン
プ
も
つ
き
、
暗
夜
と
い
え
ど
も
差

し
支
え
は
な
し
、
牛
乳
も
あ
れ
ば
牛
肉
も
あ

り
、
書
店
も
あ
り
、
格
別
の
不
自
由
の
な
き

所
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

西
欧
文
明
と
共
に
自
由
民
権
運
動
や

キ
リ
ス
ト
教
も
入
っ
て
き
た
。
明
治
12

（
１
８
７
９
）年
初
め
て
県
議
会
議
員
の
選
挙

が
行
わ
れ
、
高
梁
よ
り
柴し

ば
原は

ら

宗そ
う

助す
け

が
選
出
さ

れ
た
。「
山
陽
新
報
」
に
「
米
国
遣
伝
教
師

ベ
レ
ー
氏
及
び
中な

か
川が

わ

横よ
こ

太た

郎ろ
う

、
金か

な
森も

り

通み
ち

輪と
も

の

両
氏
は
十
月
四
日
よ
り
三
日
間
高
梁
裁
縫
校

に
て
耶や

蘇そ

教
の
説
教
を
行
い
た
ま
い
、
六
日

午
後
六
時
よ
り
開か

い
口こ

う
社し

ゃ
の
演
説
あ
り
、
終
り

に
岡
山
の
谷た

に
川が

わ

達た
つ
海み

氏
が
国
会
開
設
論
を
演

説
せ
ら
れ
た
り
」
の
記
事
が
出
て
い
る
が
、

こ
れ
は
柴
原
が
自
由
民
権
運
動
を
唱
え
る
中

川
横
太
郎
と
キ
リ
ス
ト
教
牧
師
金
森
通
倫
を

連
れ
て
帰
り
、
風
俗
改
良
講
演
会
を
開
い
た

も
の
で
あ
る
。
金
森
通
倫
は
キ
リ
ス
ト
教
を

説
き
、
そ
の
後
、
毎
月
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道

に
訪
れ
、
福
西
、
木
村
の
２
人
は
初
め
て
キ

リ
ス
ト
教
に
接
し
た
。

　
新
島
襄
は
明
治
13
年
２
月
17
日
か
ら
19
日

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

　
明
治
新
政
府
は
富
国
強
兵
策
を
図
り
、

次
々
と
統
一
政
策
を
実
施
し
て
い
っ
た
。
身

分
制
が
廃
さ
れ
て
、
四
民
平
等
・
職
業
選
択

の
自
由
と
な
っ
た
た
め
、
日
本
中
が
身
を
処

す
道
を
求
め
て
競
争
す
る
厳
し
い
社
会
と

な
っ
て
い
っ
た
。
高
梁
で
も
士
族
の
多
く
は

職
を
求
め
て
東
京
や
大
阪
に
出
、
代
わ
り
に

近
隣
の
土
地
か
ら
の
移
住
者
が
新
し
い
職
業

に
従
事
す
る
な
ど
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

て
い
っ
た
。

　

福
西
志
計
子
と
木き

村む
ら

静し
ず
かは

明
治
９

（
１
８
７
６
）年
か
ら
高
梁
小
学
校
付
属
裁
縫

所
に
勤
め
て
い
た
。
こ
の
頃
か
ら
文
明
開
化

の
時
代
を
迎
え
、
生
活
面
で
も
西
欧
化
が
進

み
。
明
治
５（
１
８
７
２
）年
12
月
３
日
を
明

治
６
年
１
月
１
日
と
し
て
欧
米
と
同
じ
太
陽

暦
を
導
入
し
た
が
、
農
村
で
は
旧
暦
が
併
用

さ
れ
た
。
西
欧
化
は
中
央
か
ら
地
方
へ
と
進

ん
だ
が
、
高
梁
は
比
較
的
速
く
取
り
入
れ

ら
れ
、
明
治
13（
１
８
８
０
）年
の
新に

い
島じ

ま

襄
じ
ょ
う

の
妻
へ
の
手
紙
で
み
る
と
「
山
の
中
と
は
申

せ
、
至
っ
て
繁
華
な
る
地
な
り
、
家
数
は
千

の
３
日
間
高
梁
に
滞
在
、
高
梁
小
学
校
の
裁

縫
所
で
１
日
目
３
０
０
人
、
２
日
目
４
０
０

人
の
聴
衆
を
集
め
、
別
に
婦
人
会
で
２
０
０

人
位
の
人
に
話
を
し
て
い
る
。
当
時
の
高
梁

の
人
口
は
５
０
０
０
人
位
だ
か
ら
、
町
中
こ

ぞ
っ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
新
島
は
人
々
に
、
我
が
国
に
と
っ
て

は
富
国
強
兵
よ
り
も
欧
米
の
よ
う
な
文
明
国

に
す
る
こ
と
こ
そ
急
務
で
あ
り
、
文
明
の
基

を
立
て
る
た
め
に
は
信
仰
と
教
育
で
あ
る
と

説
い
て
い
る
。
ま
ず
神
を
知
り
、
敬
い
、
恐

れ
、
そ
し
て
信
じ
、
愛
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

は
人
間
に
と
っ
て
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
で

あ
り
、
神
の
規
律
を
守
る
こ
と
に
よ
り
自
由

人
と
な
り
、
文
明
の
民
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
説
く
。
教
育
の
重
要
性
と
教
育
に

よ
っ
て
人
心
改
良
に
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
が

国
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
婦
人

会
で
は
女
性
の
教
育
の
重
要
性
を
説
き
、
母

親
と
し
て
自
分
の
子
を
立
派
に
育
て
る
た

め
、
自
由
の
心
を
持
ち
、
見
識
と
愛
情
を

も
っ
た
女
性
を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説

い
た
。

　
新
島
の
教
え
は
福
西
の
教
育
理
念
に
合
致

し
て
い
た
。
彼
女
は
強
く
共
感
し
、
キ
リ
ス

ト
教
に
学
び
、
風
俗
改
良
婦
人
会
を
組
織
し

て
指
導
者
と
し
て
活
動
し
た
。
こ
の
よ
う
な

活
動
が
町
議
会
で
問
題
と
な
り
、
福
西
、
木

村
両
教
師
の
活
動
へ
の
圧
迫
が
強
ま
っ
た
。

つ
い
に
２
人
は
明
治
14
年
７
月
に
学
校
を
辞

職
し
、
後
援
者
の
支
持
も
得
て
、
こ
の
年
の

12
月
10
日
に
向
町
の
黒く

ろ
野の

宅
を
借
り
て
、
私

立
裁
縫
所
を
設
立
し
た
。
月
謝
は
10
銭
～
20

銭（
１
０
０
銭
が
１
円
）ま
で
と
し
た
。
最
初

生
徒
は
30
人
に
達
せ
ず
、
生
活
、
学
校
活
動

は
厳
し
か
っ
た
が
、
２
人
は
信
念
を
も
っ
て

突
き
進
ん
だ
。

　
こ
の
学
校
の
後
継
者
は
主
に
キ
リ
ス
ト
教

を
信
奉
す
る
人
々
で
、
柴
原
宗
助（
県
会
議

員
）、
柳や

な
井い

重し
げ

宣の
り（

実
業
家
）、
赤あ

か
木ぎ

蘇そ

平へ
い（

医

師
）、
須す

藤ど
う

英え
い

江こ
う（
医
師
）、
小

こ
ば
や
し林
尚し

ょ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

（
薬
屋
の
ち
町
長
）、
石い

し

川か
わ

豊と
よ

次じ

郎ろ
う（

資
産

家
）、
清し

水み
ず

質た
だ
し（

教
師
、
比ひ

庵あ
ん

の
父
）ら
で
年

間
１
０
０
円
、
３
年
間
援
助
し
て
い
る
。

裁
縫
学
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設
立
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